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(2) 拙著『現代の観光事業論』税務経理協会、 2014年、 43-44頁を参照されたい。
(3) 拙著『現代交通論の系譜と構造J税務経理協会、 2012年、 41-42頁。
(4) Lefebvre， H.， Lαproduction de l'espαce (4・edition)，Paris: Anthropos， 2000， pp.46・57(斎藤日出治邦訳『空間の生




































(6) http::l/www.europeangeoparks.orgl?page_id=633 (2015年8月20日取得) • 
(7) 2008(平成20)年5月に第1問委員会が開催され、現夜に奈る。ジオパークの評価、GGN加段候補の推薦、日本ジオパー
クの決定を行なう組織である。
(8) http://jgc.geopark.jp/whatsgeoparklindex.html (2015年9月20日取得) • 
(9) Farsani， N.T.， etα1.， Geoparks & Geotourism: newαIpproαches to sustainαbility for the 21" century， Boca Raton: 


































(1) Farsani， N.T.， etαl.， op.cit.， p.163. 
(12) Global Geoparks Network， Guidelines αnd Criteriαfor Nationαl Geopαrks seeking UNESCO'sαssistαnce tojoin 





























(14) Farsani， N.T.， etα1.， op.cit.， p.165. 




(17) Farsani， N.T.， etαI.，op.ciι， p.165. 








































(23) フオツサマグナミュージアム『よくわかる 糸魚川の大地のなりたち』糸魚川市教育委員会、 2014q:.， 45・70頁。
(24) メソアメリカ地域とは、メキシコ南部、ベリーズ、グアテマラ、ホンジユラス、コスタリカを指す。
(25) 茅原一也 f改訂3版 ヒスイ文化を読む』新潟日報事業社出版部、 1994年、 43・49頁。
(26) 小滝川ヒスイ峡は、小滝川獲主産地として、 1956(昭和 31)年8月に国の天然記念物に指定されている。
(2η 前掲『よくわかる 糸魚川の大地のなりたちj21賞。
(28) 現在の静岡県牧之原市相良のこと。































































































































































































































(43) 竹之内耕「糸魚川ジオパークと地域振興Jr地学雑誌』第 120巻第5号、 2011年10月、 822頁。
(4) JGCには、園内におけるグオパーク認証機関と世界ジオパークに対する推薦機関としての役割がある。





















































































































































































(59) r北陸新幹線環境影響評価報告書案(新潟県H日本鉄道建設公団、 1982年12月、 3頁。および日E陸新幹線環境
影響評価報告啓(新潟県H日本鉄道建設公団、 1985年12月、 3頁。
(60) 前掲 r~~陸新幹線環境影響評価報告書案(新潟県).1 4 頁。および前掲日ヒ陸新幹線環境影響評価報告書(新潟県)h 頁。



































































































支援を受けて2006年に設立された、 NPO法人・世界観光地拠点研究所 (TheWorld Centre of Excel-
lence for Destinations: CED)が開発したシステムが参考になる。 CEDは、米園地理学協会、ジョー
ジワシントン大学、ケベック大学モントリオール枝、ツーリズム・モントリオール、アトモスフェ
ア(74)、そして太平洋アジア観光協会 (PATA) とパートナーシップ協定を結んだ組織である。 CEDは
(70) Farsani， N.T.， eta/.， op.cit.， p.164. 
(71) http://www.club-t.comlcampaignJarchive/01-gp2015/ (2015年9月25日取得) • 
(72) http://www伊lan.netJkanoul(2015年9月25日取得). 
(73) http://tg.tripadvisor.jp/news/ranking/inboundattractio~20 151 (2015年9月25日取得). 








2007年になると、 CEDは卓越した観光地を測定するシステム (TheSystem of Measures for Excel-
lence in Destinations: SMED)を開発した。 SMEDは持続可能なツーリズムに関する短期的・長期的
な目標に焦点をあわせたものである。 SMEDは、①文化的な含蓄性 (CulturalRichness)、②景観の
地形的な健全性 (PhysicalIntegrity of Landscapes)、③生物の多様性 (BiologicalDiversity)、④
環境上の純粋性と資源利用の効率性 (EnvironmentaIPurity and Resource Prosperity)、⑤地元の
生活の質と社会の繁栄性 (LocalQuaIity of Life and SociaI Prosperity)、⑥地元の管理と関与 (LocaI
Control and Involvement)、⑦雇用の質 (EmploymentQuality)、⑧来訪者の充実感 (VisitorFul幽
fillment)、⑨市場での適切なポジショニング (AppropriaieMarket Positioning)、⑭経済的に存続
可能な観光地と観先産業 (EconomicallyViable Tourism Destinations and Enterprises)、⑪統治の
質 (Qualityof Governance)、⑫結果の評価 CEvaluationof Outcomes) という12の原則から構成さ
れている。
それらの項目は、米園地理学協会のジオツーリズムに関する原則に加えて、国連世界観光機構





















































らの構造的・質的な変容に左右されていくのである (Vzquez-Barquero，A.， Endogenous Development: networking， 
innouation， institutionsα托dcities， Oxon: Routledge， 2002， p.22)。






tion Marketing Organisation: DMO)やデステイネーション・マネジメント・オーガナイゼーショ
ン (DestinationManagement Organisation: DMO)が有効となってくる(以下、両者をまとめて
DMMO (Destination Marketing and Management Organisation)と表記する) 0 DMMOは観光地の
管理と市場化を目的にしている組織であり、第2次世界大戦後から増え始め、現在、世界には1万を


































(出所)Adeyinka・Ojo，S.F.， etal.， "A framework for rural tourism destination management and mar-




(83) Pike、S.and Page， S.J.，“Destination marketing organizations and destination marketing; a narrative 



















魚川市『平成27年度 糸魚川ジオパーク戦略プロジェクトj2015年7月、 1頁、 15-28頁)。ぞれらは内発的発展に
資すると考えられる。
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